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とし，血管の横断全周を 5mm 間隔で近位（総頸動脈）側で分岐部より 20 
mmから遠位（内頸動脈）側 50 mm まで計 15カ所の厚さ 5 µm の横断切片
を作成し，Elastica van Gieson (EVG) 染色の前田変法を施した．各切片
上のそれぞれ任意の 90 度間隔の計 4 つの部位を選び，同部位の中膜全層
について加藤らの方法にしたがって中膜における弾性線維の面積比率を
測定し平均値を算定した．また同部位を倍率 200 倍の検鏡下で Janzen の
方法に従って弾性線維の数を計測した． 
【結果】中膜における弾性線維の面積比率は-20mm から減少し，-15mm か









れに比べて 1.5mm 程度細いために，血流による Stress が増大することに
対応して，Stress を緩衝するための構造として中膜内の弾性線維の量（面
積比率）が増えている可能性が考えられる．また同部位の中膜の厚さが近
位部に比べて減少していることも影響を与えている可能性もある． 
